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野辺地町芸術の祭典



野
辺
地
を
彩
る

芸
術
の
祭
典

　

　

音
楽
や
舞
踊
、
絵
画
な
ど
、
10

月
の
野
辺
地
町
は
多
種
多
様
な
芸

術
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

22
日
は
今
年
で
48
回
と
な
る

「
音
楽
交
歓
会
」が
野
辺
地
中
学
校

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
中
学
校

の
ほ
か
野
辺
地
高
校
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
横
濵
教
育
振
興
会
長

は
開
会
式
で
、「
学
校
で
練
習
し

て
き
た
こ
と
を
思
い
っ
き
り
だ

し
、
思
い
出
に
残
る
音
楽
会
に
し

て
ほ
し
い
。」と
今
年
は
ど
ん
な
音

楽
会
に
な
る
か
楽
し
み
な
様
子
で

あ
い
さ
つ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

馬
門
小
学
校
は
、
３
年
生
以
上

の
児
童
が
リ
コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
に
よ
る
器
楽
合

奏
の
ほ
か
、
合
唱
を
披
露
し
ま
し

た
。
幅
広
い
学
年
で
の
出
演
に
も

か
か
わ
ら
ず
ま
と
ま
っ
た
歌
や
演

奏
は
、
力
強
く
会
場
に
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。
若
葉
小
学
校
は
、

５
・
６
年
生
と
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
が
出
演
し
、
そ
の
中
で
も
全

員
で
の
合
同
演
奏
が
一
際
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。
演
奏
を
し
な
が

ら
隊
列
を
編
成
し
て
い
く
様
子
は

壮
観
で
、
観
覧
者
を
驚
か
せ
て
い

ま
し
た
。
野
辺
地
小
学
校
は
、５
・

６
年
生
で
、
伝
統
の「
祭
り
日
」を

演
奏
し
ま
し
た
。
毎
年
、
一
体
と

な
っ
た
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
ま
た
、
練
習
の
積
み

重
ね
を
感
じ
さ
せ
る
洗
練
さ
れ
た

演
奏
を
披
露
し
、
会
場
中
が
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
野
辺
地
中
学

音楽交歓会
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校
は
、
吹
奏
楽
部
が
吹
奏
楽
曲
を

披
露
し
た
ほ
か
、北
島
三
郎
の「
ま

つ
り
」
の
独
唱
や
人
気
ア
イ
ド
ル

曲
の
演
奏
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
な

ど
活
力
に
満
ち
た
演
出
で
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
野
辺
地
高
校

は
、
吹
奏
楽
部
が
一
段
と
巧
み
な

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
表

現
豊
か
な
音
色
は
会
場
中
に
響
き

渡
り
、
音
楽
鑑
賞
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

24
日
か
ら
11
月
１
日
に
は
、「
野

辺
地
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
「
芸
能
祭
」、「
作
品
展

示
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
芸
能
祭
」

で
は「
日
本
舞
踊
の
集
い
」と「
伝

統
芸
能
と
音
楽
の
集
い
」
の
テ
ー

マ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
よ

る
発
表
が
行
わ
れ
、
日
本
舞
踊
の

発
表
で
は
、
美
し
い
着
物
を
身
に

ま
と
い
、
指
先
ま
で
行
き
届
い
た

繊
細
な
動
き
で
、
日
本
の
伝
統
を

表
現
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

さ
踊
り
の
発
表
で
は
、
迫
力
あ
る

歌
声
と
飛
び
入
り
参
加
者
を
交
え

た
踊
り
で
、
会
場
を
さ
さ
踊
り
一

色
へ
染
め
て
い
ま
し
た
。「
作
品

展
示
」
で
は
、
陶
芸
や
書
道
な
ど

の
熟
練
の
作
品
や
、
華
道
や
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
優

雅
な
作
品
な
ど
に
会
場
が
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
展
示

作
品
の
数
々
に
見
入
り
、
そ
れ
ぞ

れ
感
銘
を
受
け
、
芸
術
の
世
界
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

野辺地町文化祭
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内
閣
府
で
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自

由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送

る
高
齢
者
等
を
広
く
紹
介
す
る

「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
」

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
「
あ
す
な
ろ
レ
デ
ィ
ー

ス
」
で
活
躍
し
て
い
る
荒
川
麗
子

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

荒
川
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
本

県
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
す
な
ろ
国

体
」
に
お
い
て
、
集
団
演
技
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
野
辺
地
町
１
０
０

名
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
公
民
館
で
「
あ
す

な
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
」
の
講
師
を
36

年
も
の
長
期
間
務
め
て
お
り
、
現

在
で
も
町
の
行
事
に
は
欠
か
す
こ

と
な
く
参
加
し
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン

バ
ー
を
牽
引
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

荒
川
さ
ん
は
取
材
に
「
ダ
ン
ス

は
生
き
が
い
で
あ
り
、
自
分
を
活

性
化
さ
せ
る
も
の
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

幼年消防クラブ員　防火セレモニー
　

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
が
防
火
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
、

鼓
笛
隊
演
奏
や
お
遊
戯
を
披
露
し

た
ほ
か
、
放
水
訓
練
や
防
火
宣
言

を
し
て
防
火
意
識
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。
大
森
園
長
は
「
普
段

か
ら
火
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
注
意

す
る
よ
う
話
し
て
い
る
」
と
、
親

を
含
め
た
家
庭
で
の
防
火
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

中
谷
町
長
は
「
寒
く
な
る
と
増

え
る
火
器
の
取
扱
い
に
注
意
す
る

よ
う
、
予
防
意
識
を
高
め
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
、
防
火
に
対
す
る

一
人
一
人
の
意
識
向
上
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
し
た
。

元気いっぱい防火の誓いを宣言するクラブ員たち

秋の火災予防運動消防訓練を実施
　

秋
の
火
災
予
防
運
動
消
防
訓
練

が
10
月
18
日
に
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、
消
防
団
や
消
防
本
部
、
消
防

署
員
が
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
消
防
活
動
を
迅
速
か

つ
安
全
、
確
実
に
実
施
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
建
物
火
災
を
想
定
し

実
際
に
放
水
す
る
な
ど
実
践
的
な

内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
は
、
出
動
か
ら
ホ
ー

ス
の
延
長
、
送
水
・
放
水
と
一
連

の
流
れ
を
確
認
し
、
消
防
署
員
か

ら
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
訓
練
に

あ
た
り
、
地
域
の
消
防
活
動
を
担

う
自
ら
の
能
力
向
上
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

　

訓
練
後
の
講
評
で
大
湊
消
防
団

長
は
「
ホ
ー
ス
も
多
く
て
大
変

だ
っ
た
が
う
ま
く
い
っ
た
。」
と

有
意
義
な
訓
練
と
な
っ
た
こ
と
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

地域の見守りに関する協力協定
　

10
月
30
日
、
町
と
野
辺
地
町
商

業
協
同
組
合
と
の
間
で
、
主
に
高

齢
者
や
児
童
に
異
常
・
異
変
が
な

い
か
、地
域
の
見
守
り
を
す
る「
野

辺
地
町
安
全
・
安
心
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
野
辺
地
町
商
業
協
同
組
合
で

は
、
以
前
に
導
入
し
た
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
住

所
や
緊
急
時
の
連
絡
先
等
を
登
録

し
た「
お
守
り
」や「
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

を
希
望
者
へ
配
布
し
て
い
き
ま

す
。
緊
急
時
に
こ
れ
ら
を
組
合
加

盟
店
の
端
末
に
か
ざ
す
こ
と
で
登

録
情
報
を
確
認
し
、
身
元
確
認
や

ご
家
族
に
連
絡
を
取
る
な
ど
し
、

安
全
・
安
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
展
開

し
ま
す
。

　
「
お
守
り
」
や
「
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

は
、
野
辺
地
町
商
業
協
同
組
合
の

ほ
か
、
一
部
組
合
加
盟
店
で
申
込

み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ダンスを通じて長年にわたり地域を盛り上げ

町民の安全・安心をサポート

地域住民から信頼される消防団を目指して

書状と記念の盾を授与される荒川麗子さん
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11
月
2
日
か
ら
３
日
に
か
け
、

当
町
と
友
好
都
市
提
携
を
締
結
し

て
い
る
埼
玉
県
久
喜
市
に
お
い
て

「
歓
迎
交
流
会
」、「
第
32
回
久
喜

市
菖
蒲
産
業
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
産
業
団
体
で
構
成
す
る
野

辺
地
町
友
好
都
市
・
公
園
交
流
連

絡
会
議
（
井
口
豊
次
会
長
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
交
流
会
に
お
い
て
は
、
久

喜
市
観
光
協
会
の
新
井
勝
行
会
長

ら
の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
両
市

町
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

産
業
祭
当
日
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
当
町
か
ら
持
参
し
た
活
ほ

た
て
を
購
入
す
る
お
客
様
で
長
蛇

の
列
が
で
き
ま
し
た
。
活
ほ
た
て

は
短
時
間
で
完
売
と
な
っ
た
ほ

か
、
漁
協
女
性
部
に
よ
る
ほ
た
て

串
刺
し
や
、
野
辺
地
葉
つ
き
こ
か

ぶ
な
ど
の
地
場
野
菜
、
ホ
タ
テ
加

工
品
、
常
夜
燈
ほ
た
て
塩
や
き
そ

ば
な
ど
、
当
町
の
商
品
を
求
め
る

お
客
様
が
多
く
訪
れ
、
大
盛
況
で

し
た
。

第46回野辺地町防犯少年柔剣道大会
　

第
46
回
野
辺
地
町
防
犯
少
年
柔

剣
道
大
会
が
11
月
３
日
に
町
立
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
柔
道
、
剣
道

競
技
合
わ
せ
て
約
１
４
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
幼

児
、
小
学
校
、
中
学
校
の
部
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
野
辺
地
の
選
手
た

ち
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
健
闘
し
て
い
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果
（
優
勝
、
町
関
係
の
み
）

◇
柔
道
競
技　

個
人

　

沼
尾
駿
翔
、
吉
田
瑠
衣
、

　

沼
尾
矯
太
、
沼
端
麗
、

　

村
山
璃
空
、
川
村
瑛
月

◇
剣
道
競
技　

団
体

　

小
学
校
５
年
生
以
上
、

　

中
学
校
男
子

◇
剣
道
競
技　

個
人

　

三
國
桜
空
、
三
國
真
希
人

一瞬で決着がつく目の離せない剣道競技

街コンでハロウィン開催

県熟年野球・成熟の部　初優勝

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
街
コ
ン

イ
ベ
ン
ト
「
街
コ
ン
in
の
へ
じ

２
０
１
５
」
が
10
月
31
日
に
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
男
女
約
70
人

の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
会
場
は
さ
ま
ざ
ま

な
仮
装
を
し
た
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
己
紹
介

を
し
な
が
ら
互
い
の
仮
装
に
つ
い

て
語
ら
う
な
ど
会
話
に
花
を
咲
か

せ
、
用
意
さ
れ
た
男
女
ペ
ア
同
士

で
仮
装
を
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
意
気
投
合
し
た
仮
装
に
自
信

の
あ
る
参
加
者
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
町
内
の
飲
食
店
が

紹
介
さ
れ
た
飲
食
店
ナ
イ
ト
マ
ッ

プ
を
持
っ
て
２
次
会
へ
向
か
い
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
夜
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

第
22
回
東
奥
日
報
社
杯
争
奪
県

熟
年
野
球
選
手
権
・
成
熟
の
部
の

準
決
勝
と
決
勝
が
10
月
11
日
に
蓬

田
村
で
行
わ
れ
、
野
辺
地
野
球
協

会
Ｏ
Ｂ
会
が
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
当
日
は

２
試
合
の
日
程
の
中
で
、
準
決
勝

で
は
弘
前
西
体
協
野
球
部
と
対
戦

し
、
終
盤
、
同
点
に
追
い
つ
か
れ

る
展
開
な
が
ら
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

を
制
し
６
対
２
で
勝
利
し
ま
し

た
。
続
く
決
勝
で
は
、
弘
前
球
友

倶
楽
部
と
対
戦
し
、
抜
群
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
、
接
戦
の
末
２
対
０

で
勝
利
を
お
さ
め
、
優
勝
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
優
秀
選
手
に
は
、
野

辺
地
野
球
協
会
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
、
攻

守
で
勝
利
に
貢
献
し
た
金
枝
仁
選

手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

埼玉県久喜市菖蒲産業祭に参加

さまざまな仮装をする参加者

優勝の喜びに湧く野辺地野球協会ＯＢ会の選手たち

産業祭当日　賑わいを見せる野辺地町ブース

5

町のニュース



　町民と行政との共通認識のもと、人口減少問題に取り組み、町の将来像『笑顔あふれるまち のへじ』
の実現を目指し、町の人口の現状と将来の方向を示した「野辺地町まち・ひと・しごと創生人口ビジョ
ン」と、これを実現するための目標と具体的な施策を提示した「野辺地町まち・ひと・しごと創生総合
戦略」を策定しました。

　現状のまま何も対策を講じなかった場合、野辺地町の総人口は、2060年（平成72年）には5,712人にな
るとされていますが、目指すべき将来の方向に沿って対策を進め、＊合計特殊出生率の向上及び＊社会
増減数の＊社会減の縮小（転入増）に取り組むことにより、総人口7,800人台を維持できます。

　2060年（平成72年）において総人口7,800人台を維持する
には、以下の仮定の実現に取り組む必要があります。～ 
国・青森県人口ビジョンに準拠 ～
◇合計特殊出生率◇
　�　2030年（平成42年）に1.80、2040年（平成52年）に2.07に

上昇。
◆社会減◆
　�　2020年（平成32年）以降に減少幅の縮小が始まり、2040

年（平成52年）に移動均衡（0）となる。

＊合計特殊出生率：
　�　１人の女性が一生の間に生む子ど
もの数の平均値。

＊社会増減数：転入数－転出数
＊社　会　減：社会増減数がマイナス
＊自然増減数：出生数－死亡数
＊自　然　減：自然増減数がマイナス

＜用語説明＞

総人口の将来展望　 単位（人）

2060年（平成 72年）で

2,100人程度の差

16,000

14,000

14,314

13,521

12,664

12,608

11,851

11,685

11,111

10,765

10,451

13,476

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000
2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

9,860

9,852
9,260

8,969

8,074

8,723
8,261

7,219

6,434
5,712

7,876

社人研 野辺地町人口ビジョン推計

野辺地町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

野辺地町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン
野辺地町まち・ひと・しごと創生総合戦略
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野辺地町まち・ひと・しごと創生有識者会議

　４つの基本目標に沿った施策を推進し、官民協働で人口減少問題克服に取り組みます。

【社会減対策：産業・労働分野】
① 郷 土 の 生 業 を 創 る
■６次産業化の認定件数：５年間累計２件（←０件）
■小売業・卸売業の年間商品販売額：
� 年間190億円（←年間156億円）
■年間観光入込客数　　：年間40万人（←15万人）

【社会減対策：住みやすさ分野】
② 郷 土 の 住 み や す さ を 実 現 す る
■町外からの転入者数：年間500人（←410人）
■移住世帯数：５年間累計20世帯（←年間３世帯）

≪基本的方向≫
・みちのく丸を拠点としたベイフロント計画の推進
・�農・工・商・観連携の取組促進による６次産業化の
推進
・�「商業の町」再現に向けた取組の推進（企業誘致、雇
用創出を含む）

≪基本的方向≫
・地域特性を活かした移住促進の取組の実施
　（除雪特化型戦隊による移住体験サポート等）
・移住希望者のニーズに応じた移住施策の実施
　�（若者向け住宅の整備、空き家・空き店舗バンク制
度の活用）

【自然減対策：福祉・保健・医療分野】
③ 郷 土 の 人 の 身 体 と 心 を 守 る
■合計特殊出生率：現状より増加（←1.46）

【社会減対策・自然減対策共通：人財分野】
④郷土をますます愛し育む「人財」を育てる
■郷土を愛している人財：現状より増加（←71.5％）

≪基本的方向≫
・安心して子どもを産み育てられるような環境の整備
・�医療体制の充実を図るため、医師確保や診療科の維
持等の働きかけを継続
・�中核病院や産科受診時における交通輸送体制の充実
強化

≪基本的方向≫
・�地域特性を活かした教育活動及び基礎学力の定着・
伸長を図るための取組の実施
・�優れたプレイヤーや指導者を育むための競技スポー
ツの強化
・体力向上や健康増進等を図るための体制整備
　（体育・スポーツ活動による健康づくり）

　今後は、町民や外部有識者等で構成
される「野辺地町まち・ひと・しごと創
生有識者会議」等による事業内容の検証
を毎年度実施し、必要に応じて内容を
改定しながら、『笑顔あふれるまち　の
へじ』の実現に向けた取組を推進してい
きます。

詳細は野辺地町のホームページをご覧ください。
野辺地町ホームページ　http://www.town.noheji.aomori.jp

野辺地町まち・ひと・しごと創生総合戦略
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ
まちの人口

無料相談案内

平成27年10月末現在（前月比）
人　口� 14,021名　（－   3）
　男　　� 6,573名　（＋   4）
　女　　� 7,448名　（－   7）
世帯数� 6,581世帯（＋   7）

～年金相談～
（年金全般に関すること）
12月16日（水）　10時～15時
中央公民館
☎017-752-6600（要予約）
～人権相談～
（人権擁護に関すること）
12月８日（火）　10時～15時
中央公民館
相談担当：人権擁護委員
～弁護士無料相談～
（民事・一般に関すること）
１月８日（金）　14時～
老人福祉センター※12月は４日
☎64-2111総務課
※要予約：12月２５日（金）まで
～児童家庭相談～
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝・祭日を除く）
10時～16時
健康増進センター　☎64-1770
～行政相談～
（行政に関する苦情・要望等）
12月15日（火）　９時～12時
役場相談室
相談担当：行政相談委員
～教育相談～
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝・祭日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
～電話介護相談～
月～金曜（祝・祭日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎64-1770

青
い
森
鉄
道
全
線
開
業

５
周
年
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

　

青
い
森
鉄
道
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

12
月
４
日
に
全
線
開
業
（
目
時
駅
～

青
森
駅
）か
ら
５
年
を
迎
え
ま
す
。

　

沿
線
地
域
の
お
客
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時　
12
月
５
日（
土
）

�

10
時
～
15
時

◆�

場
所　
野
辺
地
町
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
２
階（
野
辺
地
駅
隣
り
）

◇�「
モ
ー
リ
ー
べ
こ
餅
」来
場
者
プ
レ

ゼ
ン
ト（
数
量
限
定
）

◇�

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
モ
ー

リ
ー
、
じ
～
の
、
ラ
ッ
セ
ル
君
）

集
合

◇�

キ
ャ
ン
バ
ス
列
車
に
参
加
し
よ

う
！

◇
制
服
試
着
体
験

◇
モ
ー
リ
ー
ズ
カ
フ
ェ
出
店

◇�

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

こ
の
ほ
か
に
も
楽
し
い
企
画
が
あ

り
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
！

　

詳
し
く
は
、
青
い
森
鉄
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://aoim
orirailw

ay.com
/

国
設
ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー
場

利
用
の
お
し
ら
せ

◆
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
ス

◇
利
用
期
間

　

12
月
19
日
～
３
月
13
日

◇
ナ
イ
タ
ー
コ
ー
ス

　

１
月
１
日
～
２
月
29
日

　

21
時
ま
で

◇
問
合
先

　

国
設
ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー
場

　

☎
64

－

３
１
３
８

◆
あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
ま
か
ど
の
森

◇
利
用
期
間

　

12
月
23
日
～
３
月
13
日

　

９
時
～
17
時
ま
で

　

�（
ナ
イ
タ
ー
コ
ー
ス
開
設
日
は
20

時
ま
で
）

◇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　

９
時
30
分
～
17
時
ま
で

◇
ナ
イ
タ
ー
コ
ー
ス

　

１
月
５
日
～
３
月
４
日

　

17
時
～
19
時
30
分
ま
で

　

�（
毎
週
日
・
月
曜
日
と
主
要
な
ス

キ
ー
大
会
の
前
日
を
除
く
）

◇
休
館
日

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

◇
問
合
先

　

あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス「
ま
か
ど
の
森
」

　

☎
64

－

０
７
７
８

各
種
ス
キ
ー
大
会
開
催

日
程
の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
も
国
設
野
辺
地
ま
か
ど
温

泉
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
青
森
県

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
等
の
各
種
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
暖

か
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
大
会
日
程

①
１
月
24
日（
日
）

　

�

２
０
１
６
青
森
県
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

②
２
月
６
日（
土
）
～
７
日（
日
）

　

第
46
回
青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー
大

会③
３
月
６
日（
日
）

　

�

２
０
１
６
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ 

Ｃ

Ｕ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
野
辺
地
大
会

④
３
月
６
日（
日
）

　

�

２
０
１
６
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

の
へ
じ
大
会

◆
問
合
先（
ス
キ
ー
大
会
事
務
局
）

　

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

未
来
の
消
防
士
た
ち
の

歓
声
が
響
く
！

　

11
月
８
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
「
集
ま
れ
未
来
の
消
防
士
！
消
防

フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
少
し
肌
寒
く
小
雨
の
降

る
一
日
で
し
た
が
、
２
５
０
名
を
超

え
る
町
民
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
年
長

児
に
よ
る
消
防
絵
画
展
に
は
、
消
防

車
や
救
急
車
、
消
火
活
動
が
鮮
や
か

な
色
づ
か
い
で
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
救
急
コ
ー
ナ
ー
の
心
肺
蘇
生
法

や
救
助
コ
ー
ナ
ー
の
ロ
ー
プ
結
索
で

は
子
供
た
ち
の
熱
心
な
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
消
防
服
を
着
用
し
て
の
記
念

撮
影
や
消
防
車
、
救
急
車
へ
の
乗
車

は
大
い
に
賑
わ
い
喜
ん
で
い
ま
し

た
。又
、将
来「
消
防
士
に
な
り
た
い
」

と
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
る
子
供
た

ち
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

野
辺
地
消
防
署
で
は
、
平
成
27
年

度
全
国
統
一
防
火
標
語
「
無
防
備
な

　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」
を

も
と
に
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
け

る
防
火
意
識
の
高
揚
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
町
民
研

修
会
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」参
加
者
募
集

　

近
年
、何
か
と
話
題
の「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」。
死
と
向
き
合
う
こ

と
を
タ
ブ
ー
と
思
わ
ず
自
分
の
人
生

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時　

12
月
９
日（
水
）

�

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆�

対
象　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き

ま
す

◆
内
容　
講
演
会
、
意
見
交
換
会

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込　
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

�

（
内
線
２
８
５
）

◆
締
切　
12
月
４
日（
金
）

平
成
28
年
度

野
辺
地
町
成
人
式
の
お
知
ら
せ

◆
日
時　
平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時　

受
付

　
　
　
　

午
後
２
時　

開
式

※�

成
人
の
日（
１
月
11
日
）の
前
日
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
御
出
席
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆�

対
象
者　
平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

◆
写
真
代　
１
，
０
０
０
円

※
平
成
27
年
現
在
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
に
は
、
は
が
き
で
御
案
内

い
た
し
ま
す
。
町
外
に
住
所
が
あ
る

方
で
、
当
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
14
日
（
月
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
（
64

－

３
０
５

４
）へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
名
前
の
間
違
い
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
直
接
お
申
込

く
だ
さ
い
。

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

◆
蜜
蜂
の
飼
育
届
に
つ
い
て

　

養
蜂
振
興
法
の
改
正
に
伴
い
、
趣

味
で
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
で
も
飼

育
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
飼

育
届
に
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
飼
育

状
況
を
記
載
し
、
そ
の
年
の
１
月
中

に
上
北
地
域
県
民
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

飼
育
届
用
紙
は
、
青
森
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
出
来
る

ほ
か
、
上
北
地
域
県
民
局
で
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
飼
育

届
を
提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

同
局
か
ら
用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
花
粉
交
配
用
の
み
で
蜜
蜂

を
一
時
的
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
の

届
出
は
不
要
で
す
が
、
花
粉
交
配
時

期
以
外
等
の
通
年
で
飼
育
す
る
場
合

は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
青
森
県
農
林
水
産
部
畜

産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
記
載
内
容

等
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
同
局
地
域
農
林
水
産
部
畜
産
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
飼
育
届
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

青
森
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
蜜
蜂
飼
育
届
出
の
義
務

に
つ
い
て
」

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/
soshiki/nourin/chikusan/
m
itubachishiikutodokenogim

u.htm
l

◆
問
合
先
・
飼
育
届
用
紙
配
布
先

　

�
上
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産

部　

畜
産
課

◆�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

／
３
日
・
17
日 
（
木
）15
時
40
分

◆�

英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
７
日
・
14
日
・

21
日（
月
）15
時
30
分
～
16
時
30
分

（
中
央
公
民
館
）

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
９
日（
水
）９

時
30
分（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

◆�

朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
10
日
（
木
）

10
時　

定
例
会

◆�

お
は
な
し
工
房
／
12
日（
土
）14
時

15
分
～
15
時
15
分
「
読
み
聞
か
せ

と
簡
単
な
工
作
」

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
18
日

（
金
）10
時
30
分
～
11
時

◆�

子
ど
も
司
書
養
成
講
座
／
19
日

（
土
）10
時

◆�

お
話
し
サ
ー
ク
ル
虹
色
の
会
／
19

日（
土
）15
時
30
分　

定
例
会

◆�

絵
本
を
楽
し
む
会
／
25
日（
金
）９

時
30
分

◆�

絵
本
タ
イ
ム
／
26
日（
土
）14
時
15

分
＊
ド
キ
ド
キ
ク
リ
ス
マ
ス
会
＊

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
は
な
し
や
、

ビ
ン
ゴ
・
お
は
な
し
ク
イ
ズ
な
ど
の

お
楽
し
み
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

図
書
館
視
聴
覚
室

◆�

対
象　

幼
児
（
保
護
者
の
方
同

伴
）・
小
学
生

◆
ケ
ー
キ
作
り

　

�

19
日（
土
）13
時
～

　

申
込
締
切　

14
日

　

参
加
費　

５
０
０
円

◆
避
難
訓
練

　

22
日（
火
）16
時
30
分
～

◆
大
掃
除

　

28
日（
月
）10
時
40
分
～

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

陽気なギャングは三つ数えろ 伊　坂　幸太郎
ひとりぐらしも何年め？ たかぎ　なおこ
空海 高　村　　　薫
草雲雀 葉　室　　　麟
大世界史 佐藤優、池上彰
娘になった妻、のぶ代へ 砂　川　啓　介
掟上今日子の遺言書 西　尾　維　新

本の展示

メリー・クリスマスの本展１日（火）～25日（金）

図
書
館
行
事

☎
（
64
）
２
１
９
５

児
童
館
行
事

☎
（
64
）
３
１
０
６

　

☎
０
１
７
６

－

22

－

８
１
１
１

　
　

�

（
内
線
２
２
６
）

の
へ
じ
未
来
塾
講
演
会

～「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
を
通
じ

�

た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
～

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
過
疎

地
域
で
は
、
日
常
生
活
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
身
近
な
地
域
か
ら
失
わ

れ
る
な
ど
、
今
後
、
暮
ら
し
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
地
域
の

再
生
を
目
指
す
新
た
な
取
組
と
し

て
、
暮
ら
し
の
安
心
と
希
望
を
つ
な

ぐ「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
国
土
交
通
省
総
合
計
画

　

課
長
の
白
石
秀
俊
さ
ん
を
お
招
き

し
、「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」を
通
じ

た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
自
由
な
意
見
交
換
の
時
間

も
設
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　
12
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時
15
分

◆
場
所　
中
央
公
民
館
第
３
会
議
室

◆
講
師　
国
土
交
通
省
総
合
計
画
課

　
　
　
　

課
長　

白
石　

秀
俊　

氏

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込
締
切　
12
月
14
日（
月
）

◆
申
込
・
問
合
先

　

地
域
戦
略
課（
内
線
２
６
７
）

9
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習
得
す
る
た
め
の
訓
練
。

◇
申
込
期
限　
12
月
21
日（
月
）

◇�

開
催
日
程　
平
成
28
年
１
月
16
日

（
土
）
～
17
日（
日
）

◇
定
員　
８
名

◇�

実
施
場
所　
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
東
北
町
）

２
．
横
型
ポ
ン
プ
保
修
訓
練

　

原
子
力
発
電
施
設
等
に
お
い
て
、

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ

の
分
解
点
検
、
手
入
れ
の
実
技
訓
練

を
行
い
、
保
修
に
必
要
な
基
礎
・
技

能
を
習
得
す
る
訓
練
。

◇
申
込
期
限　
12
月
21
日（
月
）

◇�

開
催
日
程　
平
成
28
年
１
月
23
日

（
土
）
～
24
日（
日
） 

◇
定
員　
８
名

◇�

実
施
場
所　
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
東
北
町
）

３
．
現
場
実
務
体
験
研
修（
弁
）

　

原
子
力
発
電
施
設
等
（
主
に
日
本

原
燃
㈱
再
処
理
施
設
）
で
工
事
を
施

工
す
る
場
合
の
、機
械（
弁
）の
保
修
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
に
必
要
な
手
続

き
書
類
作
成
お
よ
び
作
業
技
術
に
つ

い
て
、基
礎
知
識
技
能
を
取
得
す
る
。

◇
申
込
期
限　
12
月
21
日（
月
）

◇�

開
催
日
程　
平
成
28
年
１
月
27
日

（
水
）
～
29
日（
金
） 

◇
定
員　
５
名

◇
実
施
場
所　
日
本
原
燃
構
内　

東

京
エ
ネ
シ
ス（
六
ヶ
所
村
）お
よ
び
青

森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

（
東
北
町
）

４
．
遠
心
式
送
排
風
機
補
修
訓
練 

防
災
無
線（
広
報
無
線
）

は
電
話（
無
料
）で
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
！

　

防
災
無
線
は
屋
外
に
設
置
し
て
あ

る
た
め
、
風
の
強
い
日
、
雨
の
降
っ

て
い
る
日
又
は
車
の
騒
音
な
ど
で
、

放
送
内
容
が
よ
く
聞
き
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
次
の
電
話
番
号
へ
電
話
を
か
け

て
い
た
だ
く
と
、
無
料
で
放
送
内
容

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
電
話
番
号

　

０
８
０
０

－

８
０
０

－

９
９
５
９

◆
担
当　
防
災
安
全
課

原
子
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

参
入
研
修
開
催
の
案
内

　

県
で
は
原
子
力
分
野
へ
の
参
入
を

目
指
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
個
人
を

対
象
に
原
子
力
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
に
必
要
な
資
格
・
知
識
や
技

術
の
た
め
の
研
修
を
受
講
料
無
料
で

開
催
し
ま
す
。
原
子
力
分
野
に
全
く

経
験
の
な
い
方
も
歓
迎
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
平
成
28
年
１
～
２
月
の
研
修
予
定

１
．
弁
保
修
訓
練

　

原
子
力
発
電
施
設
等
に
お
い
て
、

一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
弁
の
分
解
点

検
、
手
入
れ
の
実
技
訓
練
を
行
い
、

保
修
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
技
能
を

　

送
排
風
機
の
分
解
点
検
、
手
入
れ

の
実
技
訓
練
を
行
い
、
保
修
に
必
要

な
基
礎
知
識
・
技
能
を
取
得
す
る
訓

練
。

◇�

申
込
期
限　
平
成
28
年
１
月
12
日

（
火
）

◇�

開
催
日
程　
平
成
28
年
２
月
６
日

（
土
）
～
７
日（
日
） 

◇
定
員　
８
名

◇�

実
施
場
所　
日
本
原
燃
構
内　

予

備
品
組
立
試
験
建
屋（
六
ヶ
所
村
）

５
．
現
場
実
務
体
験
研
修（
ポ
ン
プ
） 

　

原
子
力
発
電
施
設
等
（
主
に
日
本

原
燃
㈱
再
処
理
施
設
）
で
工
事
を
施

工
す
る
場
合
の
、
機
械（
ポ
ン
プ
）の

保
修
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
に
必
要

な
手
続
き
き
書
類
作
成
お
よ
び
作
業

技
術
に
つ
い
て
、
基
礎
知
識
技
能
を

取
得
す
る
訓
練
。

◇�

申
込
期
限　
平
成
28
年
１
月
12
日

（
火
）

◇�
開
催
日
程　
平
成
28
年
２
月
８
日

（
月
）
～
10
日（
水
） 

◇
定
員　
５
名

◇�

実
施
場
所　
日
本
原
燃
構
内　

東

京
エ
ネ
シ
ス（
六
ヶ
所
村
）お
よ
び

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
（
東
北
町
）

◆
申
込
・
問
合
先

　

�

㈱
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
１
７
５

－

63

－

４
６
７
１

　

http://w
w
w
.agtcinc.co.jp

木
造
住
宅
耐
震
診
断
希

望
者
募
集

　

町
で
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆�

対
象
住
宅　
町
内
に
あ
り
、
次
の

要
件
全
て
に
該
当
す
る
住
宅

◇�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
も
の
。

◇�

一
戸
建
て
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅（
条
件
あ
り
）で
、
地
上
階
数

が
２
以
下
の
も
の
。

◇�

在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
的
構

法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
で
あ
る
こ
と
。

◇�

現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

◇�

原
則
と
し
て
延
べ
床
面
積
が

２
０
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※�

２
０
０
㎡
を
超
え
る
場
合
は
派
遣

対
象
者
負
担
増
額

◆
募
集
戸
数　

　

２
戸（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
診
断
費
用　

　

１
戸
あ
た
り
８
，
０
０
０
円

◆
申
込
書　
建
設
環
境
課
で
配
布
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

◆
申
込
・
問
合
先

　

２
月
29
日（
月
）ま
で
に
建
設
環
境

課（
内
線
２
７
６
）へ
。

国
保
・
脳
ド
ッ
ク（
第
３
回

目
）の
お
知
ら
せ

　

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
に
第
３
回
目
の
国
保
・
脳

ド
ッ
ク
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
役
場
町
民
課
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

◆�

受
付
期
間　
12
月
７
日
（
月
）
～

11
日（
金
）、
但
し
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

◆
受
付
人
数　
22
人

◆�

対
象
者　
75
歳
未
満
で
、
野
辺
地

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
（
申
込
が
多
数
の
場
合
は
、

初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
を
優
先
し

ま
す
。）

◆
個
人
負
担
金　
５
，
０
０
０
円

◆
実
施
期
間　
１
月
～
３
月

�

（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆�

実
施
医
療
機
関　
公
立
野
辺
地
病

院
※�

次
の
よ
う
な
方
は
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん

①�

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
い
る

方
②�

脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
る

方
③�

脳
外
科
の
開
頭
手
術
を
し
た
こ
と

が
あ
る
方

◆
申
込
・
問
合
先

　

町
民
課　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
年
金
担
当（
内
線
２
２
９
）

10
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◆
募
集
対
象
者

　

三
沢
基
地
周
辺
市
町
村
に
存
住
さ

れ
て
い
る
方

◆
募
集
定
員　
10
名

◆
委
嘱
期
間

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３

月
ま
で

◆
主
な
活
動
内
容

　

①�

基
地
内
及
び
職
場
見
学（
平
日
、

１
～
２
か
月
に
１
回
程
度
の
活

動
で
す
。）

　

②�
航
空
機
体
験
搭
乗
及
び
他
基
地

等
研
修

　

③�
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
モ
ニ

タ
ー
会
議

◆
注
意
事
項

　

国
会
議
員
及
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
、
常
勤
の
国
家
公
務
員

及
び
地
方
公
務
員
は
、
三
沢
基
地
モ

ニ
タ
ー
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
左
記
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

〒
０
３
３

－

８
６
０
４

　

三
沢
市
後
久
保
１
２
５

－

７　

第
３
航
空
団
司
令
部
渉
外
室　

基
地

モ
ニ
タ
ー
係　

宛

◆
締
切

　

平
成
28
年
１
月
28
日
（
木
）
必
着

◆
詳
し
く
は
、
航
空
自
衛
隊
三
沢
基

地
渉
外
室
広
報
班
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

☎
０
１
７
６

－

53

－

４
１
２
１

新
年
祝
賀
会
の
ご
案
内

◆�
日
時　
平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）

16
時

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
会
費　

３
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　
12
月
11
日（
金
）

◆
申
込
方
法

　

役
場
総
務
課
へ
会
費
を
添
え
て
お

申
込
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　
総
務
課（
内
線
２
２
６
）

野
辺
地
町
学
校
保
健
研
究
大
会

兼
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

◆
日
時　
12
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
50
分

◆
会
場　
中
央
公
民
館

◆
内
容

　

講
演　
「�

ス
ト
レ
ス
に
つ
よ
い
子

ど
も
」の
育
成
に
向
け
て

　

講
師　

�

認
知
行
動
療
法
教
育
研
究
会

高
橋　

チ
カ
子 

氏

◆
入
場
料　
無
料

◆
問
合
先　
馬
門
小
学
校

　

☎
64

－

０
８
１
１

平
成
28
年
度
三
沢
基
地

モ
ニ
タ
ー
募
集
に
つ
い
て

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
は
、
基
地

周
辺
住
民
の
方
々
で
自
衛
隊
及
び
防

衛
問
題
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に

各
種
行
事
及
び
基
地
見
学
な
ど
を
通

じ
、
ご
意
見
及
び
ご
要
望
を
お
聞
き

す
る
た
め
に
三
沢
基
地
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

＜12月1日～7日は雪崩防災週間です！＞
　国土交通省と青森県では、毎年12月１日から７日までを『雪崩防災週間』と
位置づけ、本格的な降雪期を前に、雪崩被害の防止に向けて様々な防災・広
報活動を実施しています。 
　青森県は県土全体が豪雪地帯であり、さらに15地域（旧市町村単位）が特別
豪雪地帯として指定されています。また、県内では、死者２名を出した平成
19年２月の八甲田山における雪崩をはじめとして、多くの雪崩災害が発生し
ています。家の裏、生活道路や通学路、スキー場などのレジャー区域等、危
険は様々な形で身近な場所に潜んでいます。積雪時は斜面を注意深く観察し、
兆候を発見したら早めの避難・連絡を心がけてください。
　１人１人が『心の防災スイッチ』をONにして、雪崩災害による被害ゼロを
目指しましょう。

連絡先　野辺地町　建設環境課　TEL 64－2111
　　　　青森県　県土整備部　河川砂防課　砂防グループ
　　　　TEL 017－734－9670
参考URL（青森県ホームページ・平成27年度雪崩防災週間）
　　　　　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/H27nadarebousai.html
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最
終
処
分
場
維
持
管
理
報
告
に
つ
い
て

　

町
で
は
「
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定

め
る
省
令
」
に
基
づ
き
、
野
辺
地
町
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
及
び
旧
寺
ノ
沢
ご
み
埋
立
地
の
水
質
検
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
検
査
結
果
は
野
辺

地
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

建
設
環
境
課
に
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

◎水質検査の主な結果について
場所 検査項目 単位 基準値 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
放
流
水　

水素イオン濃度（pH） － 5.8以上
8.6以下 7.8 7.5 8.0 7.9 8.0 8.0 

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎ /ℓ 60以下 0.8 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.7 0.5未満
化学的酸素要求量（CODMn） ㎎ /ℓ 90以下 7.0 6.1 4.5 6.4 5.3 7.3 
浮遊物質量（SS） ㎎ /ℓ 60以下 6.0 5.0 3.0 1.0未満 22.0 2.0 
窒素含有量 ㎎ /ℓ 120以下 26.0 31.0 42.0 29.0 30.0 31.0 

旧
寺
ノ
沢
ご
み

埋
立
地
放
流
水

水素イオン濃度（pH） － 5.8以上
8.6以下 7.8 7.7 8.2 7.9 7.9 7.8 

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎ /ℓ 60以下 0.5 0.6 0.7 0.5未満 3.5 3.1 
化学的酸素要求量（CODMn） ㎎ /ℓ 90以下 5.1 8.5 7.0 8.4 11.0 9.1 
浮遊物質量（SS） ㎎ /ℓ 60以下 1.0 1.0 3.0 1.0 5.0 2.0 
窒素含有量 ㎎ /ℓ 120以下 3.2 1.3 4.3 1.1 1.6 1.0 

青森県　河川砂防課からのお知らせ

学
校
保
健
関
係

県
教
育
長
表
彰
受
賞

　

10
月
22
日
、
今
年
度
の
県
学
校
保

健
及
び
学
校
安
全
表
彰
式
が
青
森
市

で
行
わ
れ
、
元
学
校
歯
科
医
で
あ
る

久
保
田
昉
さ
ん
が
、
学
校
保
健
関
係

「
県
教
育
長
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら

当
町
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
委
嘱
さ

れ
、
平
成
６
年
に
は
上
北
地
方
学
校

保
健
会
学
校
保
健
功
労
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
児
童
生
徒
の
歯
・
口
の

健
康
保
持
や
管
理
、
指
導
に
長
年
携

わ
る
と
と
も
に
、
学
校
保
健
の
普
及

と
向
上
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

●　水質事故処理対策に要した費用は、原因者の負担となります。
　�　河川に油脂類や化学薬品などが流れ出した時は、県や消防署で吸着マットやオイルフェンスなど

を設置し、水質汚濁防止対策を行います。
　　対策に要した費用は、油漏れを起こした原因者が負担することになります。

良くあるケースでは
・ポリタンクへ給油中にあふれさせた
・ホームタンクの給油バルブを閉め忘れた
・農業機械類などの燃料漏れに気づかなかった　

　水質事故は特に冬場に増加する傾向にあり、ちょっとした不注意が事故につながることが多いので、
油漏れ等には充分注意してください。
　なお、油漏れ等を発見した場合は直ちに下記まで御連絡ください。

　詳しくは青森県庁ホームページ
　http://www.pref.aomori.lg.jp/　へアクセスし、「水質事故」を検索。

■　連絡先
　　　県土整備部　河川砂防課　企画・防災グループ　　　TEL 017－734－9662
　　　上北地域県民局地域整備部　河川砂防施設課　　　　TEL 0176－23－4329
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交
通
死
亡
事
故
皆
無

５
０
０
日
間
達
成

　

平
成
27
年
10
月
27
日
午
前
10
時
を

も
っ
て
交
通
死
亡
事
故
皆
無
５
０
０

日
間
達
成
に
伴
い
、
県
警
本
部
長
よ

り
野
辺
地
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平成27年10月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成27年 平成26年
前年比

10月中 累　計 累　計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

野辺地町 1 0 1 15 0 18 20 1 19 （－）5（－）1（－）1

横 浜 町 1 1 0 14 2 14 11 0 16 （＋）3（＋）2（－）2

六ヶ所村 5 0 5 19 0 22 18 3 23 （＋）1（－）3（－）1

合 計 7 1 6 48 2 54 49 4 58 （－）1（－）2（－）4

県税納税証明書申請時の本人確認及び委任関係確認について
　県では、納税証明書の交付申請の際、窓口においでいただいた方の確認と、代理人申請の場合の委任
関係確認を行っております。

◆納税証明書の交付申請の際に準備していただくもの
準備するもの

証明書の種類

本人確認書類

（※）

印鑑
（法人の場合
代表者印）

手数料
青森県収入証紙
（１部400円）

自動車検査証
コピー可

事業税 ○ ○ ○
自動車税
（滞納がない旨の証明） ○ ○ ○ ○

自動車税
（継続検査用） ○ ○ ○

　　（※）・�運転免許証、パスポートなどの写真付公的書類等により行います。なお、写真の貼付のない
健康保険被保険者証などの場合には２種類以上の書類により確認を行います。

　　　  ・本人確認書類に記載された識別番号等を記録しますので、あらかじめご了承ください。

◆�代理人が申請する場合は、上記の書類に加えて別途必要書類がありますので、県税部までお問い合わ
せください。

◆�納税証明書は、納税者の皆様の大切な情報を証明するものですから、窓口においでいただいた方の確
認等を厳格に行いますので、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先
　　上北地域県民局県税部　納税管理課
　　TEL　０１７６（２２）８１１１　（内線）２０５

勤
労
感
謝
の
日
で
子
ど
も
た
ち
が

役
場
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

カトリック幼稚園わかば保育園
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年末年始のお知らせ
施設名 休館・休業日

役場� （☎64－2111） 12月29日（火）～１月３日（日）
中央公民館�（☎64－3054）

12月29日（火）～１月３日（日）
馬門公民館�（☎64－9326）
図書館� （☎64－2195）

12月28日（月）～１月４日（月）

歴史民俗資料館
� （☎64－9494）
町立体育館�（☎64－1459）
勤労青少年ホーム
� （☎64－9657）
青少年体育センター
� （☎64－9657）
屋内温水プール
� （☎64－9777）
児童館� （☎64－3106） 12月29日（火）～１月３日（日）
クリーン・ペア・はまなす

（☎68－2508）
（対象廃棄物：可燃ごみ・
粗大ごみ・ペットボト
ル・空き缶・空きびん）

12月30日（水）～１月３日（日）

一般廃棄物最終処分場
（☎64－0139）

（対象廃棄物：不燃ごみ）
12月31日（木）～１月３日（日）

●各種証明書の交付
　�　役場の業務は、12月29日（火）
から１月３日（日）まで年末年始
のため休務となりますので、特に
年末に印鑑証明書・住民票等の各
種証明書が必要となる方は、お早
めに申請を！

●婚姻届け等の戸籍届出
　�　年末年始に婚姻届の提出を予定
している方は、12月28日（月）ま
でに提出書類等のご相談・問合せ
をお願いします。

　　問合先
　　役場町民課　☎64－2111

●し尿汲み取り
　�　年末年始のし尿汲み取りは大変
込み合いますので、申込みはお早
めに！

　�　年末年始の申込みは、12月18日
（金）までです。年始の申込みは、
１月４日（月）からです。

　　問合先
　　役場建設環境課　☎64－2111

募集種目 応募資格（募集要項で確認して下さい） 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官候補生 男 18歳以上27歳未満 年間を通じて 　
行っております。 受付時にお知らせいたします。 受付時にお知らせい

たします。

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推　薦）

男
男子で中卒（見込含）17歳未満の成績
優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を納め、学校長が推薦できる者

11月１日（日）～
12月４日（金）

平成28年１月９日（土）～11日（月）
※上記期日のいずれか１日を指定されます。

陸上自衛隊高等工科
学校
（神奈川県横須賀市）

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一　般）

男 男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

11月１日（日）～
平成28年１月８日（金）

１次：平成28年１月23日（土）
２次：平成28年２月４日（木）～７日（日）

青森駐屯地（青森市）
小中野公民館
� （八戸市）
千年交流センター
� （弘前市）

◎細部については、下記までお問い合わせ下さい。
　〒033－0037　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
　　　　　　 　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　 電話・FAX　0176－53－1346（平日：８：45～17：30）　e-mail：aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

平成27年度自衛官等募集のご案内

20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！
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●第１・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　１２月２１日

老人憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時45分

バス運行日（毎週月・木曜日）

１２月３・７・１０・１４・１７

　　２１・２４

大
野　

號
一
（
77
）
え
ば
し

三
國　

き
さ
（
92
）
浜　

町

相
内　

つ
ね
（
91
）
馬
門
２

髙
山　

キ
ヌ
（
80
）
下
袋
町

横
濵　

ま
つ
（
92
）
馬
門
２

伊
瀬
谷
よ
し
（
95
）
下
町
一
区

八
木
橋
哲
二
（
87
）
城　

内

山
田　

チ
セ
（
86
）
枇
杷
野

竹
村　

泰
巳
（
74
）
中
袋
町

髙
屋
譽
惠
子
（
92
）
松
ノ
木
平

木
村
喜
代
三
（
90
）
城　

内

横
澤
松
之
丞
（
86
）
下
町
二
区

村
山　

た
よ
（
95
）
明　

前

熊
谷　

賢
二
（
42
）
下
町
二
区

矢
﨑
ハ
ル
ノ
（
92
）
馬
門
２

山
田　
　

幸
（
93
）
下
袋
町

蛯
名　
　

均
（
81
）
下
町
二
区

　

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届

け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
で
す
の
で
、

載
せ
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け

出
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
10
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

熊
谷　

駿は
や

斗と

く
ん
（
駿
輝
）
下
町
一
区

庄
司　

龍た

世お

く
ん
（ 

修 

）
中
袋
町

岩
城　

慶け
い

子こ
ち
ゃ
ん
（
忠
誠
）
下
町
一
区

中
村　

美み

結ゆ
ち
ゃ
ん
（
拓
望
）
馬
門
１

※ことばの説明

国民年金のご相
談・手続き等に
ついては下記に
お問い合わせ下
さい。

青森年金事務所
☎017-734-7495

野辺地町役場　
町民課
☎64-2111
　（内線241）

国

民

年

金

保

険

料

11

月

分

の

納

付

期

限

は

１

月

４

日
（

月

）

で

す

　障害基礎年金は、国民年金の被保険者期間中、または被保険者の
資格を失った後でも、60歳以上65歳未満で日本国内に住んでいる間
に初診日※がある病気やけがにより障害者となり、日常生活に制限を

受ける状態になったときに支給される年金です。障害基礎年金は、障害の程度※によって１級と２級に分
かれています。

障害の原因となった病気やけがについて、初診日において、国民年金の被保険者であるとき、または国
民年金の被保険者であった方が日本国内に住所を有し、60歳以上65歳未満であるとき。

障害の程度が、障害認定日※において国民年金法施行令別表（１級・２級）に定める程度であること。

初診日の前日において、次の保険料納付要件のいずれかを満たしていることが必要です。

障害基礎年金は次の３つの条件をそろえば支給されます。

初　診　日：�初診日とは、障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師または歯科医師の診療を受けた日
のことです。

障害の程度：�障害基礎年金は、原則として障害認定日に障害等級表の１級または２級に該当する障害の程度になっ
ているときに支給されます。

　●１級…他人の介助を受けなければほとんど日常生活をすることができないような程度
　●２級…�必ずしも他人の助けを借りる必要はないが、日常生活は極めて困難で労働により収入を得ることができ

ない程度
障害認定日：障害認定日とは、障害の程度を定める日のことです。
　　　　　　�障害の原因となった傷病についての初診日から起算して１年６か月を経過した日、または１年６か月

以内に症状が固定した場合はその日をいいます。

●保険料納付要件の原則
　�　初診日の属する月の前々月までに被保険者期間があるときは、その被保険者期間のうち保険料納付
済期間と保険料免除期間〔一部納付（４分の１納付・半額納付・４分の３納付）の承認を受けた場合
は、一部納付保険料を納付した期間〕を合算した期間が３分の２以上であること。
●保険料納付要件の特例（平成38年３月31日以前の特例）
　�　初診日が平成38年３月31日までにあるときは、初診日の属する月の前々月までの直近の１年間に
保険料の滞納がなければよいことになっています。

※�初診日が平成３年４月30日以前の場合は、納付
要件が異なります。
（注�）４分の１納付、半額納付、半額納付、４分
の３納付の承認を受けた場合は、一部納付保
険料を納めないと未納扱いとなります。

１
２
３

障害基礎年金

保険料　
免除期間
　　　　（注）

未納期間 保険料　　
納付済期間 ６月 ７月 ８月

未納期間
保険料　
免除期間
　　　　（注）

保険料　　
納付済期間 ６月 ７月 ８月

例 ↓初診日↓20歳 ↓初診日の月の前々月

保険料の滞納期間が３分の１以上ないこと

１年間に保険料の滞納がないこと

障害基礎年金を受ける条件とは
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問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
課

　
住　
所
：
前
田
５
番
地
２

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
64

－

１
７
７
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
64

－

８
０
８
３

健康についての相談先
相　談　名 対　象　/　内　容 連　絡　先

すくすくテレフォン 妊婦、産婦、育児中のかたなど
保健師による電話相談

火・木曜日
（祝祭日を除く）
8：30～17：00
64-8080
（はればれ）

思春期はればれ相談 思春期のかた、その保護者など
保健師による電話相談

こ と ば の 相 談 就学前までのお子さん
保健師が対応

総 合 健 康 相 談 保健師、管理栄養士による相談
（要申込）

こども救急電話相談
（青森県主体）

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応。
看護師が相談に応じます。
（治療行為ではありません）

<毎日>
午後７時～翌午前８時ま
で
♯8000または
017-722-1152

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。

傾聴研修会修了生がお話をお伺いします。秘密は厳守します。
日　程：12月７日（月）12月22日（火）
　　　　１月13日（水）１月29日（金）
場　所：健康増進センター
時　間：13：00～15：00（毎回同じ）

※申し込み不要
時間内にいつでもどうぞ

町の
ほけん
だより

短
命
県
返
上
シ
リ
ー
ズ
⑧

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
増
進
意
識
を
高
め
、
個
人
及

び
地
域
ぐ
る
み
の
総
合
的
な
健
康

づ
く
り
と
、
よ
り
実
践
的
な
町
民

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ゆ
く

『
健
康
の
へ
じ
21
』
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
計
画
の
８
領
域
の
中
の
１

つ
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
領

域
で
は
、
ス
ト
レ
ス
処
理
に
飲
酒

し
な
い
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
緊
張
を
ほ
ぐ

し
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
す
る
な
ど
の
良
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、
量
を
間
違
え
る
こ
と

で
健
康
を
害
す
る
原
因
と
な
り
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

適
度
な
飲
酒
を
楽
し
む
た
め
に

①�

食
べ
な
が
ら
、
適
量
の
お
酒
を

飲
み
ま
し
ょ
う
。
お
つ
ま
み
に

は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

も
の
、
特
に
枝
豆
や
豆
腐
な
ど

タ
ン
パ
ク
質
や
適
度
な
脂
質
を

含
ん
だ
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。

②�
ス
ト
レ
ス
処
理
の
た
め
で
は
な

く
、
楽
し
ん
で
飲
酒
し
ま
し
ょ

う
。

③�

週
に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
、

肝
臓
な
ど
の
検
査
は
定
期
的
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

④�

他
の
人
へ
の
飲
酒
の
無
理
強

い
・
一
気
飲
み
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

お
酒
の
適
量
の
目
安 

　

お
酒
の
適
量
は
、
１
日
平
均
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
で
約
20
ｇ
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　

�

健
康
づ
く
り
課　
　

減
る
脂
～
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
の
お
知
ら
せ

短
命
県
返
上
シ
リ
ー
ズ
16

ワイン(12度)
グラス2杯弱
(200ml)

焼酎(35度)
ぐい飲み2杯弱
(70ml)

ウイスキー
(43度)

シングル2杯
(60ml)

ビール(5度)
中ビン1本
(500ml)

日本酒(15度)
1合(180ml)

　

年
末
に
む
け
て
、
ご
ち
そ
う
を

作
っ
た
り
、
食
べ
た
り
す
る
機
会

が
増
え
る
時
期
で
す
ね
。
減
る
脂

～
な
お
も
て
な
し
メ
ニ
ュ
ー
や
食

べ
方
を
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
21
日
（
月
）

　
　
　

10
時
～
13
時　

場
所　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象　

�

お
お
む
ね
40
歳
～
74
歳
ま

で
の
町
民
の
か
た

内
容　

�

「
減
る
脂
～
ク
ッ
キ
ン
グ

流
お
も
て
な
し
料
理
」

　
　
　

ミ
ニ
講
義　

調
理
実
習

も
ち
物　

エ
プ
ロ
ン　

三
角
巾

　
　
　
　

健
康
手
帳　

筆
記
用
具

参
加
費　

３
０
０
円

し
め
き
り�　

12
月
14
日
（
月
）
で

す
が
定
員
20
名
に
な
り

次
第
し
め
き
り
ま
す
。

申
し
込
み　

健
康
づ
く
り
課　

　
　

�

☎
６
４

－

１
７
７
０
ま
で



町のほけんだより

12月の保健カレンダー
日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 内　容 備　考

１ ３歳児健診
（H24年５月、６月生まれ） 12：40 健康増進

センター
育児相談、身体計測
小児科・歯科診察

対象者には個別通知し
ます。

９

６か月児相談
（H27年６月生まれ） 10：00

健康増進
センター

育児相談、身体計測
離乳食試食 個別通知はしておりま

せん。
広報で確認し母子健康
手帳バスタオルをお持
ちください。

10か月児健診
（H27年２月生まれ） 13：30 育児相談、身体計測

歯科保健指導
歯科健診１歳児健診

（H26年12月生まれ） 13：30

みんなの子ども相談
（出生～就学前まで） 14：30 育児相談、食事相談

身体計測、歯科健診
前日までに申し込み必
要です。

10 マタニティーサロン（妊婦とその家族） 13：30 健康増進
センター

妊娠期の栄養について
講話と試食

前日までに申し込み必
要です。

17 ４か月児健診（H27年７月27日～８月17日） 13：15
野辺地病院
（小児科）

身体計測
小児科診察

対象者には個別通知し
ます。

予　防　接　種
＊ 日本脳炎定期予防接種 ＊　対象：平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれのかた
休止による特例対象として、予防接種法による定期接種対象となります。くわしくはお問い合わせください。
＊ 水痘予防接種 ＊
平成26年10月１日から水痘予防接種が定期となりました。くわしくはお問い合わせください。

☆　母子健康手帳は毎週火・木曜日健康増進センターで発行します　☆

　町では11月１日より予防接種料金の一部を助成して
います。助成期間は12月31日までになっておりますの
で、忘れずに受けましょう。
対象者
　　昭和25年10月31日以前に生まれた、
　　野辺地町に住所を有する方 
　　※�対象となる方には10月上旬に案内を郵送してお

ります。
●�予防接種を希望する方は、ご案内を持って受診して
ください。

実施期間　　11月1日～12月31日まで
　　　　　　（�医療機関により、年末の診療日が異なり

ます。）
場　　所　　町が契約している医療機関
　　　　　　（ご案内をご覧ください）
助 成 額　　接種費用のうち1人当り1,000円
　　　　　　を町が負担します。
※�ご不明な点等ありましたら健康増進センター
　健康づくり課までご連絡ください

 
もう受けましたか？
高齢者インフルエンザ予防接種  

　町では、月に１度『マタニティサロン』を開催し、
各種講話や妊婦さん同士の情報交換の場をもうけ
ています。そして１月のマタニティサロンの内容
は【マタニティヨガ】になります。是非お友達の妊
婦さんもご一緒にお申込み下さい。

【日時】平成28年1月19日（火）
【場所】野辺地町健康増進センター
【時間】午後1時30分から3時00分
【講師】青森中央学院大学　髙橋佳子　氏
【内容】マタニティヨガなどの講話・実技
【対象】15週以上の経過が順調な妊婦
　　　（当町に里帰り中の妊婦さんでも参加可）

※事前に申込みが必要です。
　前日までに電話か健康増進センター窓口へお申
込みください。参加費は無料です。

＜申し込み先＞　野辺地町健康増進センター
　　　　　　　　健康づくり課　0175-64-1770

マタニティヨガ
のおしらせ
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＊元旦歩こう会＊
◆１月１日(金)　8：３0～

　神明宮境内集合

◆参加料：無料

（集合写真がほしい方は２００円）

◆連絡先　アスリートクラブ

　　　　　若山　☎64-2774

＊冬季ジュニアハンドボール教室
　　　　　　開催のお知らせ＊

◆日　時　12月23日(水)15：00～

　　　　　　　 25日(金)15：00～

　　　　　　　 26日(土)15：00～

◆場　所　町立体育館

◆対　象　小・中学生男女

◆その他　スポーツ保険料として

　　　　　500円頂戴いたします。

◆参加申込み・問い合わせ先

　　　　　☎64-2111

　　　　　町民課　滝口

あなたの活動をＰＲしてみませんか？

掲載をご希望の方は下記まで！

総務課広報担当　☎64-2111

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！
　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

　

先
日
、
車
庫
入
れ
に
失
敗
し
、
愛
車
の
左
側
の
ド
ア
ミ
ラ
ー
を
壊

し
、
少
々
投
げ
や
り
に
な
っ
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

阿
部
博
一

で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？

　

昨
年
度
、
野
辺
地
町
に
は
お
よ
そ
8
万
人
の
観
光
客
が
お
い
で
下

さ
っ
た
そ
う
で
す
。
近
隣
の
七
戸
町
に
は
約
90
万
人
、
六
ヶ
所
村
に
は

約
20
万
人
…
ん
～
全
国
的
に
見
れ
ば
、
野
辺
地
町
は
ま
だ
ま
だ
知
名
度

が
低
い
ん
だ
な
ぁ
、
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
地
域
お
こ
し
」
活
動
の
中
で
も
「
野
辺
地
町
の
名
前
を
広
め
る
こ

と
」
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
野
辺
地
町
の
知
名
度
を
高

め
、「
野
辺
地
町
っ
て
ど
こ
な
の
？
」
と
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
観
光
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
る
か
ら
で

す
。

　

除
雪
特
化
型 

野
辺
地
戦
隊 

ｎ

－

ｓ
Ｎ
ｏ
ｗ 

と
い
う
町
内
の
20
代

女
性
5
人
組
の
ご
当
地
ヒ
ロ
イ
ン
を
結
成
し
、
彼
女
た
ち
が
出
演
す
る

野
辺
地
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
製
作
し
ま
し
た
。
地
方
へ
の
移
住
を
提
案
す

る
た
め
に
総
務
省
が
作
成
し
た
「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
、
こ
の
動
画
を
8
月
に
公
開
し
た
と
こ
ろ
、
動
画
は
と
て
も
好

評
で
全
国
の
上
位
５
０
０
市
町
村
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
18
位
に
食
い

込
む
大
健
闘
を
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
こ
の
野
辺
地
町
Ｐ
Ｒ
動
画
に
つ
い
て
青
森
テ
レ
ビ
さ

ん
の
番
組
「
わ
っ
ち
!!
」
の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
ん
な

変
な
動
画
を
作
っ
た
の
か
？
動
画

の
次
回
作
（
第
二
話
）
の
公
開
予

定
は
？
な
ど
質
問
に
、
私
や
製
作

ス
タ
ッ
フ
が
お
答
え
す
る
内
容
で

す
。
番
組
は
12
月
4
日
放
送
予
定

で
す
。
野
辺
地
町
の
名
前
が
こ
れ

で
も
か
！
と
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し

て
「
ま
た
野
辺
地
町
か
ぁ
」
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
、
貪
欲
に
野
辺
地

町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
お
こ
し
」は
じ
め
ま
し
た◦野辺地町地域おこし協力隊のメールアドレス：mail@nohejimachi.com

◦野辺地町地域おこし協力隊の Facebook ページ：https://www.facebook.com/nohejimachi

わっち !! 井手アナと野辺地戦隊
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町のカレンダー

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

12
月
は
15
時

●十和田市
　アーツ・トワダ　ウィンター
　イルミネーション2015
・日　時　12月４日㈮～25日㈮
　　　　　16時30分～21時
・場　所　十和田市現代美術館前
　　　　　アート広場
・問合先　十和田市観光推進課
　　　　　☎0176-51-6772

●六ヶ所村
　異文化交流フェア
・日　時　12月６日㈰
　　　　　13時～15時30分
・場　所　文化交流プラザ「スワニー」
・問合先　国際教育研修センター
　　　　　☎0175-73-8575

●三沢市
　第４回寺山修司市民大学総合講座
『寺山修司との出会いの意味』
・日　時　12月13日㈰14時～16時
・場　所　三沢市商工会館
・問合先　寺山修司五月会事務局
　　　　　（寺山修司記念館）
　　　　　☎0176-59-3434

●横浜町
　２０１５横浜なまこフェア
・日　時　12月１日㈫～12月13日㈰
・場　所　①道の駅よこはま
　　　　　②トラベルプラザ
　　　　　　サンシャイン
・問合先　横浜町役場産業振興課
　　　　　☎0175-78-2111
　　　　　　（内線３５１）

●おいらせ町
　おいらせ町写真展作品募集
・日　　時　平成28年1月20日まで
　　　　　　（延長しました）
・提出場所　おいらせ町役場本庁舎
　　　　　　２階総務課
・問 合 先　おいらせ町総務課
　　　　　　☎0178-56-2166

●七戸町
　しちのへホワイトバトル２０１６
・日　時　２月７日㈰
・場　所　七戸町中央公園
・問合先　ホワイトバトル実行委員会
　　　　　（七戸町商工観光課内）
　　　　　☎0176-62-2137

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
○健 3歳児 ○相 弁護士 青い森鉄道全線

開業５周年イベ
ント

第７回議会定例会
6 7 8 9 10 11 12

傾聴サロン ○相 人権 ○相 6か月児・
　　みんなの子ども
○健 10か月・1歳児

マタニティーサロン

国保・脳ドック（第３回目）受付
13 14 15 16 17 18 19

○相 行政 ○相 年金 ○健 ４か月児 ○児 ケーキ作り
○図 ドキドキ
　�クリスマス会

20 21 22 23 24 25 26
○児 避難訓練 天皇誕生日 　

　

27 28 29 30 31
○児 大掃除

役場年末休業

よいお年をお迎えください19

お知らせ

行事内容
　○図 図書館　 ○健 健診
　○児 児童館　 ○相 相談
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おいしい！減る脂～♪
カンタン料理

その20

【管理栄養士のコメント】
　寒さが本番をむかえる季節になりました。寒
くなると県産の生たらがおいしくなりますね。
今月は生たらを使った、かんたんなグラタンの
ご紹介です。
　たらは低脂肪・低カロリーで、タンパク質を
多く含みます。ごちそうが続くこの季節におす
すめの食材です。できたてあつあつのところを
食べましょう。

・生たら　　　　  ４切れ
・塩、こしょう　  少々
・玉ねぎ（薄切り） 小1/2個
・しめじ（ほぐす） １パック
・バター 10ｇ
・　塩　   小さじ1/3
・薄力粉　  大さじ1.5
・スキムミルク　  大さじ５
・　水　　　  250ｍｌ
・とけるチーズ　　 40ｇ

材料（４人分）

作り方
１．たらは塩・こしょうを少々して10分位おき、出てきた水
分をふいてから、分量外の薄力粉を軽くまぶす。
２．フライパンにバターを入れ、玉ねぎとしめじを炒める。し
んなりしてきたら、塩と薄力粉を入れてさらに炒め、水で溶
いたスキムミルクを入れてとろみがつくまで混ぜる。
３．グラタン皿かホイルで作った器にたらを入れ、２ととける
チーズをのせてオーブンで焼く。【200℃で10～15分】

【栄養価（１人分）】
エネルギー　185ｋcal    たんぱく質  23.6ｇ
脂　質　　　5.1ｇ          炭水化物　 10.3ｇ    塩分相当量　1.6ｇ
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